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１．研究ステーション名     技能情報学研究ステーション            

   研究代表者名（所属部局・職・氏名）大学院情報理工学研究科・教授・阪口豊 

 

２．研究組織 

＜学内構成員＞ 

機械知能システム学専攻：阪口豊教授，明愛国教授，饗庭絵里子助教，舩戸徹郎助教，小幡

哲史研究員 

情報学専攻：工藤俊亮准教授 

  ＜学外構成員＞ 

名古屋大学 宇野洋二教授，山口大学 西井淳教授，関西学院大学 長田典子教授 

京都工芸繊維大学 濱田泰以教授，お茶の水女子大学 水村真由美准教授 

大阪大学 木下博名誉教授，和歌山大学 松井淑恵助教，東京大学 井上康之研究員 

 

３．平成 28年度の研究の特筆すべき成果 

今年度も講演会・セミナー活動を中心として構成員相互で議論を行うとともに，学外構成員

と共に獲得した科研費の下で共同研究を実施した．特に，武術の身体操作法に関しては，武術

専門家を招いた勉強会や行動実験を行い，貴重な意見交換やデータ取得を行うことができた．

また，楽器演奏に関しては，ピアノ，バイオリンに加えて箏の演奏中の身体状態に関して新し

い成果が得られた．公開セミナーとして下記の企画を行ったほか，定期的活動として「関東『音

楽と脳』勉強会」を月１回の頻度で開催した． 

 

４．平成 28年度の研究成果の公表実績 

  公開セミナー： 

○第 12回（平成 28年 11月 28日）林隆介（産業技術総合研究所） 

 「深層ニューラルネットを利用した神経科学研究の展望について」 

○第 13回（平成 28年 12月 19日）村田哲（近畿大学医学部） 

 「ミラーニューロンシステムにおける運動制御と身体表現」 

 

５．外部資金の獲得状況 

  （一部のみ記載） 

1. 科研費（基盤研究(Ｂ)）日本学術振興会「自己他者感覚に着目した技能遂行・習得メカニ

ズムの探究」代表者名 阪口 豊 直接経費12,500,000円・間接経費2,130,000円 

2. 科研費（挑戦的萌芽） 日本学術振興会「武術における身体操作の実験的解析とその計算

論的理解」代表者名 阪口 豊 直接経費2,700,000円・間接経費810,000円 

3. 科研費（挑戦的萌芽） 日本学術振興会「視覚および聴覚情報の運動への変換方略メカニ

ズムに基づく演奏教育プログラムの開発」代表者名 饗庭絵里子 直接経費 600,000 円・

間接経費 180,000円 

 



６．今後の研究発展 

技能の現場との交流を通じて，技能を支えるヒトの身体・脳メカニズムの基本的原理を明ら

かにしつつ，その成果を現場にフィードバックする学際的活動を着実に進めていく所存であ

る．ステーションメンバーや一般研究者の情報交換の場として，技能の実践家や関連諸分野の

研究者を講演者とする公開セミナーを継続的に開催するとともに，技能実践家の行動実験を継

続していく． 

すでに獲得した科研費に加えて，個別の研究課題に関する外部資金を新たに獲得するほか，

中期的には「技能情報学」という領域に対する包括的な研究資金の獲得をめざす． 
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